令和元年度第４回就労プロジェクト会議録
	日　時
	令和２年２月28日（金）　午後３時～午後５時
	書記　小原

	場　所
	厚木市保健福祉センター５階視聴覚室

	出席者
	厚木公共職業安定所：芳賀、株式会社能力開発ライフエール：戸館、金子　就労継続支援B型事業所わーくあーつ：齋藤、厚木精華園相談支援事業所ここから：城所、一般社団法人クロスオーバー大和：薄葉、相州メンタルクリニック：木下、神奈川県立厚木西高等学校：高橋、神奈川県障害者雇用促進センター：原井、
事務局：栗原、長澤、小菅、小原(厚木市障がい者基幹相談支援センター)

【敬称略】

欠席者　県央地域就労援助センター障害者就業・生活支援センターぽむ：佐藤、厚木市産業振興課：河野


内容

	１　開会
２　議題
(1) ふれあいシンポジウムアンケート結果（資料あり）
・シンポジストの支援者とも事前打ち合わせが行えたら、特性や配慮された支援等もっと具体的な内容を伝えられたと思う。今後同様なシンポジウムを行う際は打ち合わせを行いたい。
・講演はとても素晴らしく支援者として聞くことができ、とても学びになった。貴重な機会を作っていただけて良かった。
・会場の構造上、大きな柱があり前方が見えづらかった。今後、会場設定に配慮が必要。

・講演を聞いて、企業努力が素晴らしさを感じた。また、手話通訳士がつくことや事前準備の様子から、厚木市の規模の大きさを素直に感じた。　

・企業の参加者がなかったのが残念であった。講演を是非聞いて欲しいと講演の内容が素晴らしかった分、聞いて欲しいと思った。

・当事者の生の声を聴ける機会は大変貴重であり、生徒はもちろん、保護者の方々にも聞いて欲しい内容であったと思う。学校側として、保護者にも向けて情報発信を継続して発信していきたいと思う。
・内容がとてもバランスが取れていたように感じる。企業の参加がなかったのが残念だが、周知について今後の課題と思う。
・相談支援専門員の立場として、就労に向けての支援について改めて考える機会となった。貴重な経験をさせていただき感謝している。
・チラシの表面に申し込み方法の記載がないことで、申し込みが出来なかった当事者がいた。わかりやすい工夫が必要。
・事前の申し込みにハードルの高さを感じ、参加できない方が2名いた。

(2) 企業向けアンケート集計結果（資料あり）
・9社であったが前向きなご意見もあり、素直に嬉しく思う。
・企業側は常に障がい者雇用のことを考えているわけでないことが前提であり、企業側から障がい者雇用について教えて欲しいとのことを聞かれることは少ないのが現状。企業側が何らかのきっかけで障がい者雇用について学んでいただくきっかけや雇用に繋がれるものが作れるよう検討していきたい。
(3) 来年度の就労プロジェクトに向けて
・企業向けアンケートのきっかけが、企業の現状や何を求めているか等を把握する目的で実施した。これをもとにパンフレット作製に繋げていきたい。
・今年度行ったシンポジウムを実施したい。

・厚木市就労プロジェクトの取り組みを通して、市内における障がい者雇用を進めていきたい。具体的な取り組みについて各委員で検討していきたい。また、厚木市就労プロジェクトの知名度を上げられると、企業が支援機関について知る機会に繋がるのではないか。就労プロジェクトの知名度を上げられる具体的な取り組みについても合わせて検討していけたどうか。

・単年でなく、数年掛けて、今回行ったアンケート結果をもとに、職場見学の受け入れの実施やセミナーの開催等を一つずつ行う。返信があった2社が実際に見学の受け入れを可としてくれていること、プロジェクト構成メンバーにハローワークがいることもメリットとし活用し、起案実施していく。
・就労プロジェクトに今回アンケートに協力してくださった企業を巻き込みながら、障がい者雇用に向けた取り組みを検討し実施していく形はどうか。障がい者雇用についての理解にずれが生じにくく、お互いにメリットが多くなるのでは。繋がりや信頼関係を築くことができることも厚木市としては大きなメリットになるのでは。
(4) 各事業所の今年度の就労支援活動報告書

〇相州メンタルクリニック
　　今年度、新規就労プログラムを開設し、4名の方が登録。就労移行支援事業所との当事者交流を図る新たな取り組みが出来た。就労移行事業所がどのような場所なのか理解できる機会になった。座談会も継続して行った。

当事業所として、自分のこと、相手のことを考えたり、目を向けられるような機会を作ることを大切にしている。自己理解を深められ、自分ができること、企業へ配慮して欲しいことを整理ができ、就労に繋げるために大切。
〇ライフエール

　12月1名就労に結びついた。自己理解就労の準備が整わないケースが多い。就労に向けての面談を実施しているが、
〇サンテ

　　今年度7名の方が一般就労へ結びついた。3名の方はハローワーク等を活用し就職に繋がった。4名の方は当事業所が施設外就労をさせていただいている企業へ就職が決まった。4名の方は月に一回程度事業所へ来所され様々なことを話され、時折相談もあり安定して就労につけている様子が伺われる。3名の方は状況の報告はなく、同じ時間に就労している為、様子が見えづらい。

〇わーくあーつ

　　平成30年6月から就労定着支援事業を開始。1年目4名が登録。3年半の有期の支援期間となっている。現在8名定員のうち2名の空きがある。支援内容は、面談、メール、電話など、ケースによって様々。

　　支援で苦慮しているケースとして、クローズで就職活動を希望しているケース。特に前科のあるケースの就労支援。企業との信頼関係の構築も大切にしているが、当事者がクローズにしたいとの希望がある際、相談がしにくい状況。どのように支援を進めていけばよいか苦慮している。同様な内容で支援している方に是非アドバイスをいただきたい。

〇厚木西高校

　　厚木市内知的障がいがある生徒が特別募集として入学された15名が、この3月初めて卒業をしていく。就職する生徒が5名いるが、家庭基盤が弱い家庭が数名いる。今後、支えがなくなる社会へ出ていくことになること、手帳がないことで支援機関が不透明になることが学校側として心配。

また、大学等へ進学する生徒もいる。福祉に携わっている方より支援の先送りではないかとの声も聞かれるが、意図しない中で支援級を選択された生徒もいる中、インクルーシブ教育に入学し、学びなおしの期間を得られ、進学の意欲を認められ、進学を決めることが出来た生徒もいる。自身で選択して卒業後の進路を決めることが出来るように支援が出来たことはよかった。
これから広げられるインクルーシブ教育に向けて

〇神奈川県障害者雇用促進センター

　　障がい者雇用普及啓発を実施している。厚木、相模原等を中心に1000社の企業を回り支援している。障がい者雇用が進んでいない企業に対して支援しているが、毎年同じ企業である為、手詰まり感もありなかなか進まない状況でもあるが、少しずつ、雇い入れを進めたい企業もあり、移行支援事業所やぽむ等への橋渡し役も行っている。今後もご協力をお願いしたい。
３　その他

・来年度の発達障害者地域支援マネージャーについて、就労については薄葉氏から矢原氏へ変更。マネージャーが2名体制から3名体制へ変更。小野氏が加入。
・就労プロジェクトについては来年度も引き続き継続。構成機関について改めて検討。
４　閉会

以上
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